
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 館 山 市 の 財 政 は 、 ど う な っ て い る の ？ 」  

「 厳 し い ！ っ て 聞 く け ど 大 丈 夫 ！ ？ 」  

市 民 の 皆 さ ま の 疑 問 に 答 え る た め 、 日 々 の く

ら し に 深 く か か わ る 市 の 財 政 状 況 を 、 家 計 に

例 え て 、 で き る だ け 分 か り 易 く 説 明 し ま す 。  
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市市 民民 のの 皆皆 ささ まま へへ   

こ の 『 館 山 市 の 家 計 簿 』 は 、 平 成 ２ ２ 年 度 当 初 予 算 か ら 、 多 く の 市

民 の 方 々 に 「 館 山 市 の 財 政 状 況 」 や 「 税 金 の 使 わ れ 方 」 に つ い て 理 解

を 深 め て も ら い た い と い う 思 い か ら 作 成 し 、お か げ さ ま で 、多 く の 方 々

に お 読 み い た だ き 、 普 段 な じ み の 薄 い 市 の 財 政 に つ い て 、 ご 理 解 を い

た だ い て き た と 思 っ て い ま す 。  

平 成 ２ ６ 年 度 か ら は 、 市 政 運 営 の 基 本 指 針 と な る 「 新 総 合 計 画 」 の

策 定 を 行 い ま す 。 今 後 の ま ち づ く り の 目 標 、 新 た な 市 の 将 来 像 を 描 く

た め に も 、 市 民 の 皆 さ ま と の 対 話 を 重 ね 、 市 政 の 情 報 を 共 有 す る こ と

が 何 よ り も 大 切 な こ と だ と 思 っ て い ま す 。  

皆 さ ま と 、 館 山 の 将 来 の こ と を 共 に 考 え る た め 、  

こ の 『 館 山 市 の 家 計 簿 』 が そ の 一 助 と な れ ば と  

思 い ま す 。  

平 成 ２ ６ 年 ４ 月  

館 山 市 長  金 丸  謙 一  

 予算の仕組み，種類や金額    ・・・・・・・・・・   ３Ｐ～  

 予算を家計に例えると      ・・・・・・・・・・  １５Ｐ～  

 市の借金・貯金，各種財政指標  ・・・・・・・・・・  １６Ｐ～  

 平成２６年度に取組む主な事業と費用   ・・・・・・  ２５Ｐ～  



 - 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
予算とは何ですか？  

○Ａ  館山市に１年間（ ４ 月 ～３月 ）  

に入ってくる収入の見積りと，  

その使い道を表すもの。  

予算は、どうやって決めていくの？  

○Ａ  市長は，予算案をつくり市議会へ提出し，市議会の審議と議決に

より予算が成立します。  

［  予算作成スケジュール  ］  

【９月】  市長は，各部署へ予算編成方針  

（来年度の行政サービスの方向性）を指示  

【９～１１月】市役所の各部署は，市民の皆さまから  

の意見・要望等を踏まえ１年間の行政サービスを検討  

【１１～１月】市長は，各部署からの予算要望を予算案としてまとめる  

【２月】    市議会へ予算案を提出  

【２～３月】  市議会による審議  →  議決により決定  

議 会 

※市民の代表 

予予  算算  

市 長 

※市民の代表 

市 民 

調整・執行 議決・提案 

公開・監視 
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 予算の種類と規模は？  

○Ａ  予算は，どの収入がどんなことに使われるか，収入と支出の関係を

はっきりさせるため，一般会計と特別会計に区分しています。  

【 後期高齢者医療会計 】

　６億２,２７８万円

　（5億9,924万円 3.9％増）

【 下水道事業会計 】

　８億３,３３９万円

　（7億8,412万円 6.3％増）

【 一般会計 】

　１７８億５,６００万円

　（165億8,000万円　7.7％増）

【 特別会計 】

　１３７億１,３８３万円

　（133億7,367万円　2.5％増）

【 国民健康保険会計 】

　７０億７,０６５万円

　（70億3,215万円　0.5％増）

【 介護保険会計 】

　５１億８,７０１万円

（49億5,816万円 4.6％増）

（  ） 内 は 前 年 度

当 初 予 算 額 及 び 増

減 比 率 で す 。  

平平 成成 ２２ ６６ 年年 度度 当当 初初 予予 算算 額額   

教育、福祉、道路整備

など市の基本的な行政

サービスを行う会計  

国民健康保険税や下水道

使用料など、特定の収入

で、特定の事業を行う場合

に設ける会計  
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 ここ数年の予算額の推移は！？  

156.1

154.2

149.3

160.8

154.6

170

157

125.2

160.8

116.2

155.9

117.6

164.1

118

163.3

123.7

165.8

133.7

178.6

137.1

80

100

120

140

160

180

200

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

当初予算規模の推移（過去10年間）

一般会計 特別会計

単位（億円）

過去最大

特別会計（年々上昇）

特 徴 と 傾 向 を  

解 説 し ま す  

▼  一 般 会 計 予 算 に つ い て  ･･･  

毎 年 、 150 億 円 ～ 165 億 円 の 間 で 増 減 を 繰 り 返 し な が ら 推 移 し

て い ま し た が 、平 成 ２ ６ 年 度 に お い て は 、教 育 施 設 の 耐 震 化 や 土 木

施 設 の 長 寿 命 化 な ど 投 資 的 経 費 の 増 加 、子 育 て 支 援 対 策 な ど の 社 会

保 障 の 充 実 を 図 る 予 算 と し 、 過 去 最 大 の 大 型 予 算 と な り ま し た 。  

 

▼  特 別 会 計 予 算 に つ い て  ･･･  

平 成 ２ １ 年 度 ～  右 肩 上 が り で 増 額 し て い ま す 。こ れ は 、高 齢 化

の 進 行 な ど に よ る 医 療 費 や 介 護 サ ー ビ ス 費 の 増 額 に よ る も の で す 。 

※  平 成 ２ ０ 年 度 は 、 老 人 保 健 制 度 か ら 後 期 高 齢 者 医 療 制 度 へ の  

制 度 改 正 に よ り 大 幅 減 額  
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 他の市と予算規模を比べると、  

多いの？少ないの？  

予算の規模は，おおよそ人口に比例します。  

そのため，他市の状況との比較を行う場合には，人口規模が同程度の

団体と比較する必要があります。  

▼  類 似 団 体  

国 の 統 計 区 分 で 、 市 町 村 を 人 口

規 模 や 産 業 構 造 に よ り 細 分 化 し て

分 類 し た も の 。 館 山 市 と 同 じ 分 類

は 、 県 内 で 勝 浦 ・ 鴨 川 ・ 富 津 ・ 富

里 ・ 南 房 総 ・ い す み ・ 匝 瑳 の ７ 団

体 で す 。  

用語解説 
市 民 １ 人 あ た り の 予 算 額 は 、館

山 市 が 一 番 少 な く な っ て い ま す 。 

南 房 総 市 や 鴨 川 市 は 、市 町 村 合

併 に よ り 地 方 交 付 税 や 特 例 債 な

ど の 収 入 が 、館 山 市 よ り も 多 い た

め 、よ り 多 く の 予 算 を 使 う こ と が

で き る か ら で す 。  

行政サービス 

税 金 市 役 所 

人 口 に よ り 、 税 収 の 増 減 が

あ る 一 方 、 行 政 サ ー ビ ス 費 用

（ ご み 処 理 ・ 子 育 て 関 連 経 費

な ど ） も 増 減 し ま す 。  

221.4

161.2
178.6 174.0

49.3

53.1

36.3

41.1

0

100

200

300

館山市 県内類似団体
平均

南房総市 鴨川市

0

20

40

60

80
　予算額 （億円）

　市民１人あたり （万円）

一般会計予算額と市民１人あたり予算額の比較
（万円）（億円）
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○Ａ 一般会計の歳入予算額は  

以下のとおりです。  

収入の種類と金額を教えて？  

項 目 説  明 具 体 例 

市  税 皆さまから市に納めていただいた税金です。 ９ページ参照 

使 用 料 

手 数 料 

市の施設利用や証明書類の発行時にいただいているお

金です。 

公民館使用料 

住民票発行手数料など 

基 金 繰 入 金 基金（市の貯金）を取り崩すお金です。 財政調整基金繰入金など 

そ の 他 の 

自 主 財 源 

特定事業に必要な経費の一部を負担金として納めてい

ただくお金などです。 

保育園の保育料 

がん検診徴収金など 

地 方 交 付 税 
全国の地方公共団体が、一定レベルの行政サービスが

出来るよう国から交付されるお金です。 
 

国 庫 支 出 金 

県 支 出 金 

特定事業の経費の一部として、国や千葉県から交付さ

れるお金です。 

児童手当負担金 

選挙費用委託金など 

市  債 
公共施設（道路や学校など）の建設や改修をする際な

どに、国や銀行などから借りるお金です。 
 

そ の 他 の 

依 存 財 源 

皆さまが国や県に納めた税金の一部が、地方に譲与さ

れるお金などです。 

地方消費税交付金 

地方譲与税など 

 

各 収 入 の

説 明 で す  

歳 入

178億
5,600万円

自
主
財
源

（
45.

2

％
）

依
存
財
源

（
54.

8

％
）

使用料・手数料

4億7,571万円

（2.7％）

市 税 58億 546万円（32.5%）

［ 内 訳 ］

市 民 税 23億6,020万円

固定資産税 23億5,346万円

都市計画税 4億9,166万円

市たばこ税 4億6,944万円

軽自動車税 1億 873万円

入 湯 税 2,197万円

その他の自主財源

10億2,694万円（5.7％）

基金繰入金

7億6,399万円

（4.3％）

地方交付税

35億5,000万円（19.9％）

国庫支出金

25億2,316万円

（14.1％）

市 債

18億 930万円

（10.1％）

県支出金
4億7,571万円

（2.7％）

その他の依存財源

9億2,261万円（5.2％）
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理理由由②②   世世代代間間負負担担のの公公平平性性   

将 来 に わ た り 利 用 さ れ る 公 共 施 設 は 、 そ の 年 の 市 民 が 負 担 す る の で は な く 、

将 来 住 む 人 に も 平 等 に 負 担 し て も ら う た め で す 。  

理理由由①①   単単年年度度のの財財源源確確保保   

学 校 改 修 や 公 園 整 備 な ど 一 度 に 多 額 の 経 費 を 必 要 と す る と き 、  

借 入 に よ り 、 財 源 （ 収 入 ） を 確 保 し 、 他 の 必 要 な 事 業 に も 取 組 む  

た め で す 。  

自主財源・依存財源とはどういう意味なの？  

▼  各 団 体 の 自 主 財 源 比 率  

館 山 市    ･･･  ４ ５ .２ ％  

県 内 市 平 均  ･･･  ５ ３ .０ ％  

県 内 類 似 団 体 （ ※ ） 平 均   

･･･  ４ ０ .８ ％  

南 房 総 市   ･･･  ２ ８ .１ ％  

鴨 川 市    ･･･  ３ ８ .１ ％  

※  類 似 団 体 の 説 明 は Ｐ ６ 参 照  

（  館 山 市 は Ｈ ２ ６ 予 算 数 値 、  

館 山 市 以 外 は Ｈ ２ ４ 決 算 数 値  ）  

どうして借金（市債）をするの？  

自自主主  

財財源源  

市が自主的に調達できる収入 

（市税・使用料・基金取崩し等） 

依依存存  

財財源源  

国・県から交付される収入や市債 

など、外的要因に頼るものです 

参考情報 
自 主 財 源 は 、「 自 治 体 の 財 政 運

営 の 体 力 」 と 言 え 、 比 率 が 高 い

ほ ど 、 安 定 的 な 財 政 運 営 が 可 能

と な り ま す 。  

館 山 市 は 、「 県 内 類 似 団 体 よ り

は “体 力 あ り ”  」 と 言 え ま す が 、

県 内 市 全 体 平 均 と 比 較 す る と 、  

“や や 体 力 不 足 ”  の 状 態 で す 。  

現 役 世 代 

将 来 世 代 

負 担 は 公 平 に 
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項 目 説  明 種 類 

個 人 市 民 税 
市民の皆さまから、給与などの所得を基準に納めていただく税金

です。 
普通税 

法 人 市 民 税 
市内に事業所などを有する会社が、収益などを基準に納める税金

です。 
普通税 

固 定 資 産 税 
市内に土地・家屋及び償却資産を所有している方が、その固定資

産の価格をもとに算定される税額を納めていただく税金です。 
普通税 

市 た ば こ 税 

たばこの製造業者や卸売販売業者などが、市内の小売販売業者に

売り渡した「たばこ」に対して課されるものです。皆さまが購入

するたばこの代金の中に税金が含まれています。 

普通税 

軽 自 動 車 税 
軽自動車や原動機付自転車などを所有している人に、納めていた

だく税金です。 
普通税 

都 市 計 画 税 
都市計画区域内（館山市は市内全域が指定）にある土地・家屋に

対してかかる税金です。 
目的税 

入 湯 税 鉱泉浴場における入浴に対し課税されます。 目的税 

 市税収入について、詳しく教えて下さい。  

○Ａ  市民の皆さまが，直接館山市に納めていただく税金は，合計７

種類あります。詳しい説明は以下のとおりです。  

 

都市計画税と入湯税は「目的税」と言われ、 

使いみちが定められている税金です。 

都市計画税は、都市計画事業に要する費用に使うこと 

とされ、平成２６年度予算では、船形館山線道路整備事業 

（仮称：船形バイパス）や公共下水道整備事業、過去に実施した

都市計画事業（館山駅西口地区土地区画整理事業など）の市債返

済などに充てられます。 

 入湯税は、観光振興事業や消防施設整備などに要する費用に使

うこととされ、観光イベントや消防車両の購入費用などに充てら

れます。 

目 的 税 の 

使 い み ち 
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歳入予算の推移はどうなっているの？  

特 徴 と 傾 向 を  

解 説 し ま す  

知知っっててほほししいい  ３３つつののポポイインントト  ！！！！ 

①  市 税 収 入 の 伸 び 悩 み ･･･  

全 国 の 地 方 都 市 と 同 じ よ う に 、高 齢 化 に 伴 う 生 産 人 口 の 減 に よ り

減 少 傾 向 と な っ て い ま す 。  

②  地 方 交 付 税 ・ 国 県 支 出 金 は 、 国 の 政 策 動 向 に よ り 、 年 度 間 で 大 き

く 変 動 し ま す ！  

※  近 年 は 、 国 の 経 済 対 策 や 福 祉 関 連 経 費 （ 生 活 保 護 費 や 障 害 ・

介 護 費 用 な ど ） の 増 加 に よ り 、 増 加 傾 向 で す 。  

③  使 用 料 ・ 手 数 料 は 、 毎 年 増 加 中 ！  

行 財 政 改 革（ 受 益 者 負 担 の 原 則 ）に よ る 各 公 共 施 設 使 用 料 や し 尿

処 理 手 数 料 の 見 直 し な ど 、 市 民 の 皆 さ ま の  

ご 協 力 に よ り 、 近 年 増 加 傾 向 で す 。  
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目的名称 具  体  例 

民 生 費 
福祉の推進のため 

（生活保護、障害・介護、子育て関連経費など） 

衛 生 費 
清掃関連（ごみ処理経費）、 

医療関連（予防接種など）、上水道整備費用など 

公 債 費 市債借入金の返済費用（元金・利息） 

総 務 費 
防災関連（防災行政無線整備など）、 

地区コミュニティ費用・その他一般的な事務費用 

教 育 費 
教育（学校整備や給食事業など）、 

文化振興（博物館運営など）、スポーツ振興など 

土 木 費 
道路・橋梁・河川整備や 

下水道整備費用など 

消 防 費 救急救命や消防活動事業など 

農 林 水 産 費 農業・水産業の振興のため 

そ の 他 
観光業・商工業の振興や 

災害関連経費、議会経費など 

 

私 た ち の 税 金 は 、 こ

ん な 目 的 に 使 わ れ て

い る の ね ！  

予算はどんなこと  

に使われるの？  

 

○Ａ  歳出予算額は，福祉・土

木 ・ 教 育 な ど の 目 的 ご と

に，どれだけ使うのか定め

ています。  
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支 出 は 、 前 ペ ー ジ で 説 明 し た

「 目 的 別 」 の ほ か 、 使 い 方 で 分

類 さ れ た 「 性 質 別 」 で 表 す こ と

が で き ま す 。  

右 図 を 見 る と 人 件 費 に は 、 約

３ ２ 億 円 使 わ れ る 予 定 で す 。  

性 質 名 称 説 明 ・ 具 体 例 

人 件 費 
市長や市議会議員、市職員の給料・手当、各種委員や 

消防団員への報酬などの費用 

扶 助 費 
生活困窮者や障害者、子育てなどの生活をサポートするための費用 

（生活保護費、障害者・子ども医療費、児童手当など） 

公 債 費 借金（市債）の返済費用（元金・利息） 

物 件 費 
光熱水費、事務用機器のリース代、消耗品購入費、 

業務委託費用など消費的な性質をもつ経費や非常勤職員の賃金など 

補 助 費 

各種団体活動への補助金（老人クラブ補助・観光 

団体補助など）や、各種連合組織への負担金（安 

房郡市広域市町村圏事務組合負担金）などの費用 

投 資 的 経 費 
道路・学校などの公共施設の改修費用や施設の災害復旧費用など、将来も資産と

なって残るものに対する支出 

繰 出 金 
特別会計（国保・介護など）の運営を補うため、 

一般会計から支出する経費 

そ の 他 施設の維持補修費や他団体への貸付金・出資金など 

 

市職員の人件費は、どのくらいなの？   
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歳出予算の推移はどうなっているの？  

（4.2）

（7.8）

（4.5）

（8.4）

（6.0 ）

（10.7）

（4.9）

（10.3）

（6.0 ）

（11.9）

（6.8）

（14.5）

（7.4 ）

（14.5）

（8.5）

（15.2）

（9.3）

（21.6）

（10.5）

（22.9）
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Ｈ６ Ｈ８ Ｈ１０ Ｈ１２ Ｈ１４ Ｈ１６ Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２４

 市負担分  国・県負担分

扶助費（福祉・医療など）の推移 （平成６年～決算ベース）

単 位 （ 億 円 ）

12.0

33.4

21.3

16.7
15.2

17.9

30.9

12.9

21.9
23.7

扶助費総額は２０年前の約３倍

（ 市 負 担 額 は 約 ２ . ５ 倍 ）

な ぜ こ ん な に も 増 え た の

で し ょ う ？ 次 の ペ ー ジ で

分 析 し て み ま し た 。  
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▼▼   現現在在のの支支出出内内訳訳   （（平平成成２２４４年年度度決決算算））   

 

▼▼   ２２００年年前前のの支支出出内内訳訳   （（平平成成 66 年年度度決決算算））   

 

扶 助 費 増 加 の 主 な 理 由 

６ ５ 歳 以 上 （ 人 口 ・ 割 合 ）  

児 童 手 当 （ 支 給 額 ・ 対 象 者 ）  

 

子 ど も 医 療 費 （ 助 成 内 容 ）   

 

障 害 者 医 療 給 付 （ 対 象 者 ・ 決 算 額 ）  

生 活 保 護 （ 世 帯 数 ・ 決 算 額 ）  

11,375 人 （ 21.0％ ）  

5 千 ～ 1 万 円 ／ 月  

３ 歳 未 満  

未 就 学 児 の 入 院 ・ 通 院 医

療 費 に 助 成  

666 人  4 ,847 万 円  

241 世 帯  4 億 3,140 万 円  

今今はは ･･････   

（（平平成成２２４４年年度度） 

昔昔はは ･･････   

（（平平成成６６年年度度）  

15,781 人 （ 31.5％ ）  

５ 千 ～ 1 万 5 千 円 ／ 月  

中 学 生 ま で  

小 ３ ま で の 入 院 ・ 通 院 、 中 学

生 ま で の 入 院 医 療 費 に 助 成  

1,342 人  1 億 1,814 万 円  

527 世 帯  10 億 9,146 万 円  

扶 助 費 の 支 出 状 況 を ２ ０ 年

前 と 比 較 し て み ま し た 。  

福 祉 ・ 子 育 て 支 援 な ど 様 々

な 施 策 が 拡 充 さ れ て き た こ と

が 分 か り ま す 。扶 助 費 の 増 は 、

直 接 的 な 行 政 サ ー ビ ス の 向 上

に も つ な が っ て い ま す 。  

昔 は 上 下 水 道 や 道 路 ネ ッ ト

ワ ー ク な ど 、生 活 イ ン フ ラ 整

備 が ま だ ま だ 十 分 で は な か

っ た た め 、公 共 工 事 の 支 出 が

多 か っ た の で す が 、 現 在 は

「 福 祉・医 療・子 育 て な ど ソ

フ ト 事 業 の 支 出 へ シ フ ト し

て い る 」 と 言 え ま す 。  
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一 般 会 計 予 算 を 家 族 の 総

収 入 300 万 円（ ※ １ ヶ 月

２ ５ 万 円 ） の 家 計 に 例 え

て 説 明 し ま す 。  

《  収  入  》  

 

 給 与          10.2 万 円  

  世 帯 主  給 与     8.1 万 円  

   （ 市 税 収 入 ）  

  パ ー ト  収 入     2.1 万 円  

   （ 使 用 料 な ど ）  

 

 貯 金 の 取 崩 し       1.1 万 円  

  （ 基 金 繰 入 金 ）  

 親 か ら の 援 助      11.2 万 円  

  （ 地 方 交 付 税 や 国 県 支 出 金 な ど ） 

 銀 行 か ら の 借 入      2.5 万 円  

 

 

 （  合  計  ）     25.0 万円  

《  支  出  》  

 

    食 費 （ 人 件 費 ）      4.5 万 円  

   医 療 費 ・ 介 護 費 （ 扶 助 費 ） 4.8 万 円  

 ロ ー ン の 返 済    （ 公 債 費 ） 2.6 万 円  

 光 熱 水 費 ・ 消 耗 品 購 入     4.0 万 円  

          （ 物 件 費 ）  

 地 区 会 費 や サ ー ク ル 活 動 費   3.6 万 円  

（ 補 助 費 ）  

家 の リ フ ォ ー ム 費 用      2.5 万 円  

（ 投 資 的 経 費 ）  

子 ど も へ の 仕 送 り （ 繰 出 金 ）  2.6 万 円  

 

知 人 へ の 貸 付 な ど （ そ の 他 ）  0.4 万 円  

（  合  計  ）    25.0 万円  

予 算 で は 、 貯 金 の 取 崩 し が

月 1.1 万 円 あ り ま す が 、 予 算

執 行 に お い て 、 １ 年 間 様 々 な

工 夫 を 行 い 、 貯 金 の 取 崩 し を

少 し で も 減 ら し て い き ま す 。  

収 入 の う ち 約 ４ 割 が 、 親 か ら の

援 助 に 頼 っ て お り 、 不 安 定 な 家 計

状 況 で あ る こ と が わ か り ま す 。  

ま た 、 食 費 ・ 医 療 費 ・ ロ ー ン 返

済 ・ 光 熱 水 費 な ど 、 生 活 す る う え

で の 必 要 最 低 限 の 支 出 だ け で 、 支

出 の ６ 割 以 上 を 占 め 、 余 裕 の な い

家 計 状 況 が わ か り ま す 。  

た て や ま 家  

 １ ヶ 月 の 家 計 簿 
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市の借金は、どのくらいあるの？  

   知知っっててほほししいい  ４４つつののポポイインントト  ！！！！  

①  残 高 は ピ ー ク 時 （ Ｈ 15） か ら 、 約 ２ ７ 億 円 （ ▲ 13％ ） の 減 少  

 ②  一 方 、 東 日 本 大 震 災 後 の 公 共 施 設 耐 震 改 修 事 業 （ 学 校 等 ） の 推 進

な ど に よ り 、 Ｈ 24～ 再 び 増 加 中 （ ※ 国 に よ る 財 政 支 援 が あ る 市 債

の た め 、 将 来 の 市 民 負 担 が 少 な い も の で す ）  

③  市 民 １ 人 あ た り の 残 高 は 、 県 内 類 似 団 体 平 均 よ り も 少 な い ！  

 ④  市 債 残 高 な ど を 基 準 に 算 定 さ れ る 、『 財 政 健 全 化 判 断 比 率 （ ※ ）』

は 、 国 の 規 準 を 大 幅 に ク リ ア し て い ま す 。  

   ※  財 政 運 営 の 健 全 化 を 表 す 指 標  

詳 し く は 、 ２ ０ ペ ー ジ 参 照  

特 徴 と 傾 向 を  

解 説 し ま す  
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市の貯金は、どのくらいあるの？  

   知知っっててほほししいい  ３３つつののポポイインントト  ！！！！  

①  基 金 （ 貯 金 ） の 種 類  

▼  特 定 目 的 基 金  

⇒  特 定 の 目 的 の た め 積 立 を 行 う も の  

（ 例 ： 庁 舎 建 設 基 金 、 ス ポ ー ツ 振 興 基 金 な ど ）  

▼  財 政 調 整 基 金  

   ⇒  急 激 な 税 収 ダ ウ ン や 災 害 時 な ど の 不 測 の 事 態 に 備 え る も

の で 、「 自 治 体 財 政 運 営 の か な め 」 と 言 え ま す 。  

 ②  財 政 調 整 基 金 は 、 行 財 政 改 革 に よ る 効 果 な ど で 、  

約 １ ５ 億 円 台 ま で 回 復 ！ ！  

③  市 民 １ 人 あ た り の 残 高 は 、 県 内 類 似 団 体 平 均  

よ り も ま だ 少 な い 状 況 ･･･  

特 徴 と 傾 向 を  

解 説 し ま す  
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市の財政状況を表す指標は、  

どんなものがあるの？  

○Ａ 各種財政指標は、自治体の財政状況を判断する目安となります。 

多くの指標は、その年の決算とともに作成されますので、直近の平成２４年度決算時点

における、主なものを紹介します。 

自 治 体 の 財 政 力 を 示 す 数 値 で す 。 数 値 の 高 い 方 が 財 政 力 の 強 い

自 治 体 で あ り 、 1.0 を 超 え る 自 治 体 は 、 市 税 な ど 標 準 的 な 収 入 で 標 準 的 な 行 政 サ ー

ビ ス 経 費 を 全 て 賄 え る （ ＝ 地 方 交 付 税 が 不 交 付 ） 団 体 で す 。  

（  算 定 式  ＝  基 準 財 政 収 入 額  ÷  基 準 財 政 需 要 額  ）  

（  館 山 市 Ｈ 24 数 値 ： 0.583 ＝  48 億 6,820 万 円  ÷  83 億 4,386 万 円  ）  

※  基 準 財 政 収 入 額  ･･･  自 治 体 が 自 由 に 使 う こ と の で き る 収 入（ 一 般 財 源 ）の こ

と で す 。 市 税 収 入 や 地 方 交 付 税 譲 与 税 な ど の 合 算 額 で す 。  

※  基 準 財 政 需 要 額  ･･･  標 準 的 な 行 政 活 動 を 行 う た め に 必 要 な 経 費 の 金 額 で す 。

人 口 や 面 積 、 道 路 や 公 園 、 公 共 施 設 数 な ど に よ り 、「 国 の 基 準 で 算 定 し た 館 山

市 の 最 低 限 必 要 な 経 費 」 と 言 え ま す 。  

財 政 力 指 数 

0.608 0.619 0.603

0.639
0.657

0.663
0.622

0.584 0.584 0.583

0.916 0.928 0.925
0.897

0.914 0.906
0.882

0.809 0.800 0.793

0.647
0.666

0.644
0.616

0.578 0.581 0.573

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

 館山市

 県内市平均

 県内類似団体平均（ ※Ｈ１８以降 ）

▼ 財 政 力 指 数 （ 単 年 度 ） の 推 移

平 成 ２ ４ 年 度 に 数 値 が 1.0 を 超 え た 県 内 自

治 体 は 、成 田 ・ 市 原 ・ 浦 安 ・ 袖 ケ 浦 の ４ 団 体 で

し た 。館 山 市 は 、同 規 模 の 団 体 と 同 水 準 の 指 数

と な っ て い ま す 。  
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自 治 体 の 財 政 構 造 の 弾 力 性 （ ＝  自 治 体 が 自 由 に 使 え る お 金 が 多 く あ る こ と ）

を 示 す 指 標 で 、 自 由 に 使 え る 経 常 的 な 財 源 （ 市 税 な ど の 一 般 財 源 ） が 、 経 常 的 に

支 出 さ れ る 経 費 （ 人 件 費 ・ 扶 助 費 ・ 公 債 費 な ど ） に ど れ だ け 充 て ら れ た か を 表 し

ま す 。  

家 計 に 例 え る と 、 食 費 ・ 医 療 費 ・ ロ ー ン 返 済 費 用 な ど 固 定 経 費 の 支 払 が 、 毎 月

の 給 料 に 占 め る 割 合 で あ り 、 数 値 が 高 い ほ ど 、 家 計 （ ＝  財 政 ） の や り 繰 り が 苦

し い と い う こ と に な り ま す 。  

（  算定式  ＝  経常経費一般財源  ÷ 経常一般財源  ）  

（  館山市  Ｈ24 数値：92.7％  ＝  100 億  846 万円  ÷ 107 億 9,223 万円  ）  

※  「 望 ま し い と さ れ て い る 比 率 は 70～ 80％ 」 と 言 わ れ て い ま す 。  

経 常 収 支 比 率 

比 率 は 、扶 助 費 な ど の 経 常 的 な 支 出 増 加 に よ り 、平 成 １ ７ 年

以 降 年 々 上 昇 し 、 平 成 ２ ０ 年 度 に は １ ０ ０ ％ を 超 え ま し た 。  

そ の 後 、行 財 政 改 革 に よ る 取 組 み（ 人 件 費 削 減 ・ 各 事 業 の 見

直 し な ど ）や 地 方 交 付 税 の 増 加 な ど に よ り 、比 率 は 下 が り ま し

た が 、 県 内 他 団 体 と 比 較 し て も 高 い 数 値 と な っ て い ま す 。  
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Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

 館山市

 県内市平均

 県内類似団体平均（ ※Ｈ１７以降 ）

適　　正　　範　　囲

▼ 経 常 収 支 比 率 の 推 移

（単位：％）
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平 成 １ ９ 年 に 自 治 体 の 財 政 破 綻 を 未 然 に 防 ぐ こ と を 目 的 に 、「 自 治 体 財 政 健 全

化 法 」 が 成 立 し 、 財 政 の 健 全 化 を 判 断 す る 4 つ の 指 標 の 公 表 が 義 務 付 け さ れ ま

し た 。  

各 指 標 に は 、 国 の 定 め る 基 準 が あ り 、 基 準 値 を 超 え る 団 体 は 財 政 健 全 化 計 画

な ど を 作 成 し 、 そ の 計 画 に 沿 っ た 運 営 を 行 う こ と に な り ま す 。  

財 政 健 全 化 判 断 比 率 

（単位：％）

実 質 赤 字 比 率 － 13.23 20.0 普通会計の赤字の程度を表す指標

連結実質赤字比率 － 18.23 30.0
すべての会計を合算した市全体の赤字の程度を表す指標
（市全体の財政運営の深刻度を示す）

実 質 公 債 費 比 率 7.4 25.0 35.0
借入金の返済額などが財政に及ぼす負担を表す指標
（資金繰りの危険度を示す）

将 来 負 担 比 率 70.7 350.0 －
借入金残高や将来支払いの可能性のある負担などを，現
時点で表す指標
（将来の財政運営の危険度を示す）

※ 実質赤字比率・連結実質赤字比率は，赤字額がない（黒字）ため「－」で表示しています。

説　　明

国の定める基準
市数値

（Ｈ２４）
４ つ の 指 標 早期健全化基準

（黄信号）
財政再生基準
（赤信号）

い ず れ の 指 標 も 、国 の 定 め

た 基 準 を 大 幅 に 下 回 っ て お

り 、県 内 平 均 値 と ほ ぼ 同 水 準

と な っ て い ま す 。  
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定 期 健 診 の 結 果 

財財政政状状況況をを、、体体のの健健康康状状態態にに例例ええててみみままししょょうう   ！！！！   

３ つ の ポ イ ン ト  

で 解 説 し ま す 。  

Ａ  正 常     健 康 で す  

Ｂ  注 意     健 康 で す が 、 生 活 に 注 意 が 必 要 で す  

Ｃ  要 経 過 観 察  治 療 が 必 要 な 状 況 で は あ り ま せ ん が 、 生 活 改 善 な ど の 努 力 が 必 要 で す  

Ｄ  要 治 療    １ 日 も 早 く 受 診 し 、 医 師 の 適 切 な 治 療 が 必 要 で す  

Ｅ  要 入 院    速 や か に 入 院 し 、 一 定 の 改 善 が 見 ら れ る ま で 生 活 上 の 制 約 が 必 要 で す  

チェックポイント 目 標 値 Ｈ２４年度 判 定 

ポポイインントト  ①①  ～～  借借金金（（市市債債））残残高高はは妥妥当当ななももののかか？？  ～～  

実 質 公 債 費 比 率 ７.４％ Ａ １０.０％以下 ※ 国の基準 25.0％ 

▼▼  毎毎年年のの借借金金返返済済額額がが、、多多くくななっってていいなないいかか？？  

将 来 負 担 比 率 ７０.７％ Ａ １００.０％以下 ※ 国の基準 350.0％ 

▼▼  将将来来のの子子どどももたたちちへへのの負負担担がが、、多多くくななっってていいなないいかか？？  

ポポイインントト  ②②  ～～  貯貯金金（（基基金金））残残高高はは妥妥当当ななももののかか？？  ～～  

財政調整基金残高 １５.４億円 Ｂ １８億円以上 

  ※ 県内平均値（対標準財政規模） 

▼▼  将将来来にに備備ええたた貯貯金金ををししてていいるるかか？？  

ポポイインントト  ③③  ～～  財財政政運運営営のの「「ゆゆととりり」」はは、、ああるるののかか？？  ～～  

実 質 赤 字 比 率 － ※赤字無し 

 

Ａ 発生させない 

▼▼  財財政政にに「「ゆゆととりり」」ががどどれれだだけけああるるののかか？？  

連結実質赤字比率 発生させない 

経 常 収 支 比 率 ９２.７％ Ｃ ９１.０％以下 ※ 県内 市平均値 

－ ※赤字無し Ａ 
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行財政改革とは？なぜ取組みが必要なの？  

  

更 な る 少 子 高 齢 化 に よ る  

福 祉 ・ 医 療 費 の 増 加  

税 収 の  

伸 び 悩 み  

公 共 施 設 の 老 朽 化  

「 ゆ と り 」 の な い 財 政 運 営  

 ※ 経 常 収 支 比 率 の 高 止 ま り  

（ 19 ペ ー ジ 参 照 ）  

公 共 施 設 の 統 廃 合 ・  

  民 間 委 託 の 推 進  

生 活 習 慣 病 の 予 防 、 病 気

の 早 期 発 見 ・ 治 療 な ど 健

康 寿 命 を 延 ば す 施 策 に よ

り 、 医 療 ・ 介 護 費 を 削 減

し ま す  

行 政 サ ー ビ ス を 受

け る 人 に 応 分 の 負

担 を 求 め ま す  

市 民 協 働 （ 行 政 が 実 施 す る こ と 、

市 民 ・ Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 な ど に 実 施 し

て も ら う こ と の 明 確 化 ）  
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これまでの取組み内容とその結果は？  

平成２６年度予算に反映した主な取組み事項 

 

 

「行財政改革方針」における主な取組状況（平成 22～24 年度決算） 

 
《  歳入増加策  》  

 

・ 市 有 財 産 の 売 却    5,672 万 円  

 （ 未 利 用 土 地 ・ 建 物 な ど ）  

・ 公 共 施 設 使 用 料 改 定  1,687 万 円  

 （ 市 民 運 動 場 な ど の 使 用 料 単 価 の

見 直 し や 、 光 熱 水 費 等 の 実 費 徴

収 な ど ）  

・  し 尿 処 理 手 数 料 改 定  4,500 万 円  

《  歳出削減策  》  

 

・  人 件 費 削 減    5 億 8,569 万 円  

 （ 職 員 数 11 人 削 減 ）  

 （ 給 料 3～ 5％ 削 減 、  

各 種 手 当 の 廃 止 ・ 削 減 ） な ど  

・  短 期 人 間 ド ッ ク 補 助 金 引 き 下 げ  

            625 万 円  

・  生 活 排 水 処 理 施 設 の 休 止 602 万 円  

・  市 大 型 バ ス 運 営 方 法 の 見 直 し  

             448 万 円  

・  温 水 プ ー ル 運 営 方 法 の 見 直 し  

             410 万 円  

使用料改定など、市民の

皆さまのご協力が、歳入増

加に繋がっています。  

《  歳出削減策  》  

 

・  農 業 委 員 会 委 員 定 数 削 減  55 万 円  

    （ 委 員 ２ ０ 名 か ら １ ８ 名 へ ）  

・  可 燃 ご み 収 集 事 業 に お け る  

完 全 民 営 委 託 化 の 実 施  

・  特 別 職 人 件 費 の 削 減   195 万 円  

 （ 市 長 ・ 副 市 長 ・ 教 育 長  ▲ 10％ ）  

《  歳入増加策  》  

 

・ 市 税 や 保 険 料 な ど の 徴 収 率 向 上 及

び 納 税 者 の 利 便 性 向 上 を 図 る た

め 、 ク レ ジ ッ ト 収 納 の 導 入 を 行 い

ま す 。  

・  粗 大 ご み 収 集 有 料 化 導 入 に よ る  

（ Ｈ 25.4 月 ～ ） 歳 入 増  400 万 円  

・  市 有 財 産 貸 付 に よ る 増  552 万 円  

 （ 太 陽 光 発 電 事 業 者 へ の 貸 付 ）  

・  消 費 税 引 上 げ に 伴 う 、 使 用 料 ・

手 数 料 の 一 部 見 直 し  205 万 円  

 （ 下 水 道 使 用 料 な ど ）  

一旦取組みを実施する

と、その効果は後年度に波

及し、小さな取組でも効果

は大きくなります。  
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 人件費の削減が大きいけど、  

市職員数はどのくらい減らしてきたの？  

ど う し て 職 員 を こ ん な に 減

ら し て き た の で し ょ う ？  

   知知っっててほほししいい  ３３つつののポポイインントト  ！！！！  

①  民 間 企 業 で 実 施 可 能 な こ と は 、  

業 務 委 託 を お 願 い し ま す ！  

   （ 例 ： ご み 収 集 の 民 間 委 託 、 施 設 の 指 定 管 理 な ど ）  

②  業 務 内 容 に 応 じ て 非 常 勤 職 員 を 積 極 的 に  

雇 用 ・ 育 成 し 、 マ ン パ ワ ー を 確 保 し ま す 。  

（ 例 ： 住 民 票 の 発 行 、 施 設 受 付 、 日 々 の 事 務 作 業 な ど ）  

③  『 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 』 を 目 標 に ！ ！  

  ※  職 員 数 は 少 な く て も 、  

住 み よ い ま ち づ く り の た め  

職 員 一 丸 と な っ て 努 力 し て い き ま す 。  
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ＸＸＸ万円

事　業　内　容　の　説　明　文　書

事　業　費

財　源

ＸＸＸ万円

　［新規］　●●●●事業　（△△△課）

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

国

県

市債

他

市

平成２６年度 主な事業と予算額   

「活力あるふるさと館山」の実現に向けて 

事 業 名 称 と 事 業 実 施 の 担 当 部 署 を 記 載

し て い ま す 。  

［ 新 規 ］  →  Ｈ ２ ６ 年 度 新 た な 取 組 み  

［ 拡 充 ］  →  Ｈ ２ ６ 年 度 事 業 内 容 を 拡 充  

事 業 実 施 に あ た り 、 ど ん な お 金 を も と （ 財 源 ） に し て 、 事 業

を 行 う か を 表 し て い ま す 。  

国   →  国 が 負 担 す る 金 額  

県   →  県 が 負 担 す る 金 額  

市 債  →  市 の 借 金 に よ る も の  

他   →  利 用 者 な ど の 負 担 に よ る も の  

市   →  市 が 負 担 （ 市 民 の 皆 さ ま の 税 金 な ど の 一 般 財 源 ）  

こ こ か ら は 、 館 山 市 が 平 成 ２ ６ 年

度 に 取 組 む 主 な 事 業 を 説 明 し ま す 。  

市 の 全 事 業 を 掲 載 す る こ と は 出 来

な い た め 、 主 な 事 業 を 抽 出 し て 掲 載

し て い ま す 。  

表 の 見 方 は 、 以 下 の と お り で す 。  
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ＸＸＸ万円
デジタル防災行政無線の新設（４基）改修（１２

基）や既存防災行政無線の保守・修繕工事を行い、

災害時における情報連絡体制及び

救援体制の確保を図ります。

設置基数 １３０基

（平成２５年度末）

事 業 費

財 源

７，６７２万円

［拡充］ 防災行政無線整備事業 （社会安全課）

３，５６０万円

３，２００万円

９１２万円

国

県

市債

他

市

『 健康で安心して暮らすことのできる 

まちづくり 』のため 

消 防 ・ 

防 災 編 

ＸＸＸ万円

津波避難対策として、津波避難ビル・避難指定場

所を示す看板や避難経路を表す

路面シートを新たに整備

します。

・ 避難ビル案内看板設置 ７６カ所

・ 避難経路路面シート １００カ所

事 業 費

財 源

５６２万円

［新規］ 防災看板・標識等整備事業 （社会安全課）

２５０万円

３１２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
災害時の避難路となる法定外道路について、安全

性を確保するため舗装補修工事を行います。

湊地区 子安神社への避難経路

延長＝２２０ｍ

事 業 費

財 源

６５７万円

［新規］ 防災対策道路整備事業 （建設課）

６５０万円

７万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
自主防災組織が行う、防災機材の購入や非常食の

備蓄などに補助を行い、自主防災組織の

充実を図ります。

補助対象：自主防災会

補助金額

（施設整備）限度額１００万円

事 業 費

財 源

３０４万円

自主防災促進事業 （社会安全課）

１８万円

２８６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
常備の広域消防体制の整備充実を図るため、

安房郡市広域市町村圏事務組合

が行う消防や救急事業について

の館山市負担金を

支出します。

事 業 費

財 源

７億７,１１９万円

安房郡市広域市町村圏事務組合 常備消防費負担金 （社会安全課）

７億７,１１９万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
消防団専用の無線機について、アナログ式からデ

ジタル式へ整備転換を図り、

消防力の向上を図ります。

・ 団本部及び各消防詰所基地局整備

・ 団員用 整備台数 ８１台

事 業 費

財 源

５４４万円

［新規］ 消防団デジタル無線整備事業 （社会安全課）

２７２万円

２７２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
消防力の充実・強化を図るため、防火水槽や消火

栓の新設・改修・修繕等を行います。

・ 防火水槽新設 １カ所

・ 消火栓新設 １カ所

・ 防火水槽蓋掛け ３カ所

・ 消火栓修繕等 ２２カ所

事 業 費

財 源

３，０５２万円

［拡充］ 消防水利施設整備事業 （社会安全課）

９８５万円

８８０万円

１，１８７万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
障害者などへ、適切な介護支援や身体機能・生活

能力向上に必要な訓練などを行い、地域生活を営む

ための支援を行います。

※ 障害介護給付費

利用見込人数 実 ３８０人

事 業 費

財 源

７億４,０３６万円

障害者自立支援事業 （社会福祉課）

３億６,９６５万円

１億８,４８３万円

１億８,５８８万円

国

県

市債

他

市

福祉・医療 

子 育 て 編 

ＸＸＸ万円
老人クラブや館山市シルバー人材センターを支援

するため、活動費や運営費を補助し、

高齢者福祉の向上

を図ります。

事 業 費

財 源

１，２６７万円

高齢者福祉団体補助事業 （高齢者福祉課）

２２６万円

３７万円

１，００４万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
介護サービスの充実を図るため、市内に整備され

る地域密着型サービス施設の整備等へ

補助を行います。

施設整備補助 １施設

開設準備支援補助 ２施設

事 業 費

財 源

４，０８０万円

［新規］ 地域密着型サービス施設整備事業 （高齢者福祉課）

４，０８０万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
生活困窮者に対して生活保護法を適用し、最低限

度の生活を保障する保護費の給付を行うとともに 、

生活指導による、自立助長を図ります。

［ 生活保護適用 ］

５５６世帯 ６９１人

（平成２６年３月末時点）

事 業 費

財 源

１１億７,４９２万円

生活保護事業 （社会福祉課）

８億８,１１９万円

５,３６６万円

２億４,００７万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
地域住民の生命と健康を守るため、安房郡市広域

市町村圏事務組合へ救急医療に関する保健衛生費を

負担し、救急医療体制の確保・充実を図ります。

〔 主な内容 〕

病院群輪番制病院運営事業

土曜午後・日曜休日昼間・毎夜間

の病院運営事業を実施

事 業 費

財 源

５，０７９万円

安房郡市広域市町村圏事務組合 保健衛生費負担金 （健康課）

５，０７９万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
救急医療体制の充実を図るため、二次救急医療の

基幹病院である安房地域医療

センターが行う、救急

医療の運営費へ補助を

行います。

事 業 費

財 源

４，３０７万円

安房地域医療センター救急医療事業運営費補助金 （健康課）

４，３０７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
乳幼児・学童・高齢者の疾病予防のため、各種予

防接種やがん検診などを実施します。

［ 主な内容 ］

・ 高齢者インフルエンザ

・ 三種混合 ・ 日本脳炎

・ 各種がん検診 など

（新規）ＡＢＣ検診の試験導入

事 業 費

財 源

１億７,６１３万円

［拡充］ 健康診断・予防接種事業 （健康課）

７６万円

１２４万円

１,２２４万円

１億６,１８９万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
児童が病気の治療中又は病気の回復期にあり、集

団保育及び保護者による保育が困難

な場合に、一時的に預かり、

保護者の子育てと就労等の

両立を支援します。

［ 受入施設 ］

亀田病児・病後児保育室 たてやま

事 業 費

財 源

８０５万円

病児・病後児保育事業 （こども課）

５３７万円

１００万円

１６８万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
子育て中の親子の交流、子育て講座、育児相談な

どにより、子育てへの不安解消、児童虐待

防止の推進を図ります。

［ 元気な広場利用者数 ］

Ｈ２５年度 延３５，７９０人

（新規）出張ひろばの実施

事 業 費

財 源

１，７０１万円

［拡充］ 元気な広場運営事業 （こども課）

６２３万円

１，０７８万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 子どもの保険診療に係る費用へ助成を行います。

※ ８月診療分より、通院分助成範囲を小学３年生

から６年生まで拡充

［ 保護者負担額 ］

入院１日３００円（中学３年生まで）

通院１回３００円（小学６年生まで）

調剤は無料（小学６年生まで）

事 業 費

財 源

９，３８１万円

［拡充］ 子ども医療費給付金 （こども課）

４，４６５万円

４，９１６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
中学校修了前までの児童を養育する保護者を対象

に手当を支給し、児童の健全な育成

や子育てに係る経済的負担を

軽減します。

［ 児童手当額 ］

月額 ５千円～１万５千円

事 業 費

財 源

６億２,７６８万円

児童手当給付事業 （こども課）

４億３,４３８万円

９,６６４万円

９,６６６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
消費税率の引上げに伴い、低所得者・子育て世帯

への影響を緩和するため、臨時給付金の支給を行い

ます。

給付額 １万円～１万５千円

対象者 市民税非課税者・児童手当受給者

※ 市民税課税者の扶養親族除く

事 業 費

財 源

２億３,９２５万円

［新規］ 臨時給付金支給事業 （臨時給付金室）

２億３,９２５万円国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
環境行政（残土条例・不法投棄監視・廃棄物処理

業者への指導など）の強化のため、外部有識者によ

る新たな参与職（非常勤特別職）

を設置します。

環境等対策参与 １名

事 業 費

財 源

４０１万円

［新規］ 環境等対策参与報酬 （環境課）

４０１万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
東日本大震災による市内避難者に対し、各種サー

ビス（民間賃貸住宅借上げによる応急仮設住宅の提

供、生活支援情報の提供、相談業務等）

を提供し、避難者の生活の

安定を図ります。

・ 市内避難世帯数：２１世帯

事 業 費

財 源

３４８万円

東日本大震災避難者支援事業 （社会福祉課）

３４８万円

国

県

市債

他

市

環 境 ・ 

衛 生 編 

ＸＸＸ万円 市民の健康を守るとともに快適な生活環境を保全

するため、環境汚染物質の調査・測定を実施し監視

に努めます。

［ 主な内容 ］

地下水水質検査（市内１５カ所）

河川水質検査 （市内４河川）など

※ 監視地点・検体数等を増加

事 業 費

財 源

２４７万円

［拡充］ 水質検査等委託事業 （環境課）

２４７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
ごみの分別による再資源化を促進し、燃やせるご

みの減量化を図ります。

［ 再資源化対象 ］

金属類・ガラス類・白色トレイ

プラスチック製容器包装

ペットボトル・古紙類など

事 業 費

財 源

１億３,３９９万円

ごみ再資源化事業 （環境課）

４００万円

１億２,９９９万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 生活環境及び道路機能の向上を図るため、市道の

改良などに伴う測量・調査・設計や改良・排水・舗

装の整備を行います。

［ 主な内容 ］

道路改良工事 ２路線

道路排水整備工事 １４路線

道路舗装補修工事 ７路線

事 業 費

財 源

１億５,９７７万円

道路新設改良事業 （建設課）

１,８６５万円

１億２,３００万円

１,８１２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 安房郡市広域市町村圏事務組合

が推進している、ごみ処理広域化

事業の負担金を支出します。

［ ごみ処理広域化事業 ］

ごみ焼却施設の老朽化により、中間処理（ごみ焼

却等）施設及び最終処分場の整備を行う事業です。

事 業 費

財 源

６，１３０万円

安房郡市広域市町村圏事務組合 ごみ処理広域化推進費負担金 （環境課）

６，１３０万円

国

県

市債

他

市

土 木 ・ 

交 通 編 

ＸＸＸ万円
地球温暖化対策を促進するため、住宅用太陽光発

電システム・省エネルギー設備（燃料電池等）を設

置する者に対し、補助金を交付します。

（拡充）補助対象

・ 燃料電池（エネファーム）

・ 家庭用蓄電池 外

事 業 費

財 源

４７０万円

［拡充］ 住宅太陽光発電システム・省エネルギー設備設置費補助金（環境課）

４７０万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
安全・円滑な交通機能確保のため、橋梁の補修工

事や今後の補修設計業務などを行います。

［ 主な内容 ］

・ 館山大橋 橋梁補修工事

・ 補修設計 ５カ所

・ 定期点検 １０カ所

事 業 費

財 源

１億５,００２万円

［拡充］ 橋梁整備事業 （建設課）

８,１９０万円

５,５４０万円

１,２７２万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 車両や歩行者等の安全な通行を図るため、道路標

識・照明、横断歩道橋、道路法面などの点検調査を

行います。

［ 主な内容 ］

・ 標識点検 ２７基

・ 照明点検 ４８基

・ 歩道橋点検 １カ所 外

事 業 費

財 源

１，２２９万円

［新規］ 道路施設・付属物点検事業 （建設課・社会安全課）

６７６万円

５５３万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
市道での交通危険箇所における安全施設等を整備

し、交通事故の防止を図ります。

［ 主な整備内容 ］

・ 道路改良工事 ３カ所

・ 道路反射鏡 ・ 防護柵など

事 業 費

財 源

２，８２３万円

［拡充］ 交通安全対策事業 （社会安全課・建設課）

９８７万円

７７０万円

１，０６６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
館山駅東口駅前広場における、交通の安全性向上

を図るため、改修計画を策定します。

Ｈ２６年度：地形測量

Ｈ２６～２７年度：

改修計画策定

事 業 費

財 源

１１３万円

［新規］ 館山駅東口駅前広場改修事業 （都市計画課）

１１３万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 道路ネットワークの整備や観光振興を図ることを

目的とした、（仮称）船形バイパスの整備を行いま

す。

※ 船形バイパス

富浦ＩＣ付近～鏡ヶ浦通り

へのアクセスルート

Ｈ２６年度～用地取得

事 業 費

財 源

９，０５５万円

［新規］ 船形館山線道路整備事業 （都市計画課）

４，１８０万円

３，０７０万円

１，８０５万円

国

県

市債

他

市
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事 業 費

財 源

１８６万円

いじめ相談室設置事業 （学校教育課）

１８６万円

国

県

市債

他

市

「いじめ相談室」に「いじめ問題アドバイザー」

を配置し、小中学校のいじめに関する電話・訪問相

談に対応し、早期発見・早期解決を図ります。

［ いじめ相談室概要 ］

場所：コミュニティセンター

対応日：月～金（10:00～18:00）

教 育 編 

ＸＸＸ万円
大雨時の溢水による被害解消のため、排水路の改

良工事を行います。

［ 工事概要 ］

・ 船形地区

Ｈ２５年度 設計業務実施

Ｈ２６年度 改修工事

事 業 費

財 源

１，８７６万円

船形芝２号排水路整備事業 （都市計画課）

１，３６０万円

５１６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 児童生徒を対象とした心理テストを実施し、いじ

め被害を受けている児童生徒の早期発見や学級状態

の現状把握及び問題点の解決を図ります。

［ 実施対象 ］

小学校（４～６年生）

中学校（全学年）

※ Ｈ２６年度は、

調査実施内容を拡充

事 業 費

財 源

２０３万円

［拡充］ 児童生徒心理検査事業 （学校教育課）

２０３万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
様々な障害をもつ児童生徒に対する学習支援を行

うため、小中学校等に特別支援教育学習

支援員を派遣します。

［ 支援員人数 ］

小・中学校１７名

※ Ｈ２６年度から２名増員

事 業 費

財 源

１，４５４万円

［拡充］ 特別支援教育体制推進事業 （学校教育課）

１，４５４万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
児童の学力向上を図るため、各小学校へ電子黒板

を配備します。また、ＩＣＴ支援員を配置し、操作

指導や授業支援を行い、電子黒板の効果的

な利活用を図ります。

配備済台数１５台

追加配備台数４台 支援員２名

事 業 費

財 源

９８６万円

［新規］ 電子黒板活用事業 （教育総務課）

９８６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
児童の安全対策のため、学校施設の耐震改修設計

及び改修工事を実施します。

［ 工事箇所 ］

北条小（低学年棟）

館山小（北棟・体育館）

［ 設計箇所 ］

神戸小・九重小（体育館）

事 業 費

財 源

６億 ２０万円

学校施設（小学校）耐震改修事業 （教育総務課）

１億３,５８１万円

４億５,５２０万円

９１９万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 房南地区小中一貫校の開設に向け、施設整備の基

本・実施設計を行います。

［ 工事概要 ］

整備場所：（現）房南中学校

小学校校舎（兼）

体育館の建設

※ Ｈ２９年度 開校予定

事 業 費

財 源

４，２５５万円

［新規］ 小中一貫校施設整備事業 （教育総務課）

２，２３０万円

２，０２５万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 老朽化の著しい現在の学校給食センター建替えの

ため、施設の基本設計業務を行います。

［ 工事概要 ］

Ｈ２６年度 基本設計

Ｈ２７年度 実施設計

Ｈ２８年度以降

工事着手予定

事 業 費

財 源

２，１７１万円

［新規］ 学校給食センター施設整備事業 （給食センター）

２，１７１万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
小谷家 当主が 実施 する、 館山市 指定有 形文化 財

「小谷家住宅」の保存修理事業に対し、補助を行い

ます。

［ 事業期間 ］

Ｈ２６年度～Ｈ２７年度

事 業 費

財 源

３９１万円

［新規］ 小谷家住宅保存活用支援事業 （生涯学習課）

３１３万円

７８万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
市民の健康・体力づくりやスポーツ観光による地

域経済活性化を図るため、「第３５回館山若潮マラ

ソン大会」を開催します。

開催日：

平成２７年１月２５日

事 業 費

財 源

４，３０５万円

館山若潮マラソン大会事業 （スポーツ課）

４，３０５万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 地域活性化のため、都市部など地域外の人材を活

用し、農業部門などの地域活動に従事することによ

り、地域力の維持・強化を図ります。

Ｈ２６年度委嘱 ５名

（継続２名 新規３名）

農業関係４名 商業関係１名

事 業 費

財 源

１，９７４万円

［拡充］ 地域おこし協力隊事業 （農水産課・商工観光課）

１，９７４万円

国

県

市債

他

市

『 経済活性化によるまちづくり 』のため 

農 水  

産 業 編 

ＸＸＸ万円
鳥獣による農作物の被害を抑えるため、鳥獣の捕

獲事業及び防護柵の設置について支援を行います。

［ 主な内容 ］

・ イノシシ捕獲の報奨制度

・ わな免許取得の費用支援

・ 防護柵設置に係る補助 など

事 業 費

財 源

９２８万円

有害鳥獣対策事業 （農水産課）

４８０万円

４４８万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
公設卸売市場用地（跡地：稲地区）を、地域内農

産物の流通拠点、食のまちづくりの推進拠点とする

ため、粗造成・簡易舗装工事を行い、

地域農業活性化イベントを

実施します。

事 業 費

財 源

５１４万円

公設卸売市場用地（跡地）利活用事業 （農水産課）

５１４万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
安房中央土地改良区が実施する農業用用水路等の

老朽化に伴う補修・整備について補助を行います。

受益面積 ９５５ｈａ

事業実施

安房中央土地改良区

事 業 費

財 源

１，０２４万円

［新規］ 農業基盤整備促進事業補助金 （農水産課）

１，０２４万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
都市部などからの移住希望者に対し、相談業務な

どの移住支援を行い、定住移住者

の増加に努め、地域の活性化

を図ります。

事 業 費

財 源

４２１万円

定住・移住促進事業 （プロモーションみなと課）

４２１万円

国

県

市債

他

市

商 工 ・  

観 光 編 

ＸＸＸ万円
市内５ 漁業協 同組 合が実 施する 磯根資 源（さ ざ

え・あわび）の保護・繁殖のための

稚貝放流事業に対し補助を

行い、沿岸漁業の振興を図

ります。

補助率：事業費の１／２

事 業 費

財 源

３００万円

稚貝放流事業補助金 （農水産課）

７５万円

２２５万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
館山市中小企業融資などの借入れを行った中小企

業者に対して、保証料及び利子の一部を補給し、

中小企業の振興を図ります。

［ 主な内容 ］

・ 中小企業融資利子補給金

・ 中小企業融資保証料補給金

事 業 費

財 源

５，６４８万円

中小企業融資事業 （商工観光課）

４，５００万円

１，１４８万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 観光客の受入体制強化、着地型旅行などの推進の

ため、民間団体などが行う観光振興に

資する事業を支援します。

［ 主な内容 ］

・ 館山市観光協会への補助 ５３５万円

・ 館山市温泉事業組合への補助 ８５０万円 外

事 業 費

財 源

２，５３０万円

観光振興事業 （商工観光課）

８５０万円

１，６８０万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
「“渚の駅”たてやま」の駐車場不足を解消するた

め、新たな駐車場整備（約１００台）を行い、施設

機能の充実を図ります。

事 業 費

財 源

９，８２９万円

［新規］ 「“渚の駅”たてやま」駐車場整備事業 （商工観光課）

７，３７０万円

２，４５９万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 海水浴シーズンの観光客増加による、環境劣化等

に対処するため、新たなバイオトイレの設置などを

行います。

（主な支出）

・ 沖ノ島警備業務委託料

・ 完全自立型

バイオトイレ設置費

事 業 費

財 源

２，８２２万円

［新規］ 沖ノ島環境保全事業 （商工観光課）

１，２１０万円

４１０万円

１，２０２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
館山夕日桟橋及び館山湾の

利活用推進による地域経済活

性化のため、客船等の誘致活

動や受入環境の整備を行いま

す。

事 業 費

財 源

１，１６０万円

［拡充］ 客船等歓迎行事委託料 （プロモーションみなと課）

１，１６０万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 里見氏十代忠義が、安房から国替となり４００年

が経過する節目の年に、房総里見氏の文化・歴史を

内外へＰＲするため記念行事を行います。

里見シンポジウム

（Ｈ２６年.１０月）

博物館特別展の開催

（春・秋 年２回）

事 業 費

財 源

４６０万円

［新規］ 里見氏安房国替４００年行事 （企画課・博物館）

２４３万円

２１７万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 市内において起業する個人や法人の中小企業者に

対し、事業を起こすために要する経費の一部に補助

を行い、市内産業の振興を図ります。

（補助率１／２）

・ 開設経費補助 上限５０万円

・ 事務所賃借経費補助

上限５万円／月×１２カ月

事 業 費

財 源

６７５万円

［拡充］ 起業支援補助金 （商工観光課）

６７５万円

国

県

市債

他

市

雇 用 ・ 

経 済 対 策 編 

ＸＸＸ万円
市内に居住する離職者の雇用促進を図るため、自

らの意思によらずに離職した者を６カ月以上常用雇

用した中小企業者へ助成を行います。

助成対象：市内中小企業者

助成額 ：２０万円

（雇用者１名当り）

事 業 費

財 源

４００万円

［拡充］ 緊急雇用促進助成金 （商工観光課）

４００万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
効 率 的 ・ 効 果 的 な 企 業 誘 致 活 動 を 行 う た め 、

（財）地方自治研究機構との共同による調査研究事

業を実施します。

全体事業費：1,000万円

（館山市負担４０％）

事 業 費

財 源

４００万円

［新規］ 企業誘致共同調査研究事業負担金 （プロモーションみなと

４００万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
住環境の充実、耐震化の推進及び地域経済活性化

を図るためリフォーム補助事業を行います。

補 助 額：対象工事費の１０％

限 度 額：２０万円

事 業 費

財 源

２，０００万円

住宅リフォーム補助事業 （都市計画課）

１，０００万円

１，０００万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円
徴収率の向上と納税者の利便性向上を図るため、

市税・各種保険料のクレジット収納を導入します。

Ｈ２６年度 システム改修

Ｈ２７年度～ 導入予定

事 業 費

財 源

１，０３８万円

［新規］ クレジット収納導入事業 （納税課）

１，０３８万円

国

県

市債

他

市

『 財政の安定と健全化 』のため 

行 財 政 

改 革 編 

ＸＸＸ万円
可燃ごみ収集業務について、平成２６年度から市

内全地区において民間委託化を行います。

［ 環境センター職員数 ］

Ｈ２０年度 ４９名（直営実施）

Ｈ２６年度 ４０名（民間委託）

職員数は▲９名となります

事 業 費

財 源

－ 万円

可燃ごみ収集事業の完全民営化 （環境センター）

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
消費税率引上げに伴い、使用料・手数料の一部を

見直します。

［ 主な見直し項目 ］

・ 行政財産使用料（３％増）

・ 下水道使用料 （３％増）

※ 見直しによる歳入増加は、約２０５万円

事 業 費

財 源

－ 万円

［新規］ 使用料・手数料の一部見直し

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円
農業委員の委員定数を２名削減します。

（現行 ２０名 → １８名）

歳出削減額 ▲ ５５万円

※ Ｈ２７年度以降

７９万円の削減効果

事 業 費

財 源

－ 万円

［新規］ 農業委員会委員定数削減 （農業委員会）

国

県

市債

他

市
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最 後 ま で 読 ん で い た だ き  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

今 年 度 、 市 が 取 組 む 事 業 内 容 や 、 皆 さ ま か ら の 税 金 の  

使 わ れ 方 な ど が 、 わ か っ て い た だ け ま し た で し ょ う か ？  

市 民 の 皆 さ ま に 、 市 の 財 政 状 況 を は じ め 、 様 々 な 行 政 サ ー ビ ス の

あ り 方 な ど に 関 心 を 持 っ て い た だ き 、 率 直 な 意 見 を 市 に 寄 せ て い た

だ く こ と が 、行 政 サ ー ビ ス を よ り 一 層 効 率 的・効 果 的 な も の に 変 え 、

住 民 福 祉 （ サ ー ビ ス ） の 向 上 に つ な が る と 考 え て い ま す 。  

ま た 、 今 回 の 『 館 山 市 の 家 計 簿 』 で  

“分 か り に く か っ た こ と ““  “も っ と 知 り た い こ と ”  

な ど あ り ま し た ら 、 気 軽 に ご 意 見 ・ ご 質 問 を い た だ け る と 、  

次 回 以 降 の 改 善 に 役 立 ち ま す 。  

皆 さ ま か ら の ご 意 見 を お 待 ち し て い ま す 。  
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館山市マスコットキャラクター 

Ⓒ2010 studio crocodile・館山市 

 
 

本名 ダッペエ 

分類 イヌ（雑種） 

由来 房総の方言「～だっぺ！」が名前の由来。 

口癖 
「ワンワン」ではなく「ペェペェ」と吼える。 

喋る時は語尾に「っぺ！」がつく。 

家系 
里見八犬伝の犬「八房（やつふさ）」の親戚の末裔（まつえ

い）の知り合いの親戚。 

性格 おおらかで適当。房州育ちであばら骨が１本足りない。 

オフィシャルホームページ⇒http://dappee.com/ 

 

館山市の家計簿 
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